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［著書］

坪井真編『地域福祉の理論と方法』2009年　みらい

坪井真・木下聖編『地域福祉の理論と方法（第2版）』2014年　みらい

三好禎之編『初めての社会福祉論』2015年　法律文化社

烏野猛編『新・初めての社会福祉論』2022年　法律文化社

［論文］

「地域を基盤としたソーシャルワーク実践を展開できる保育士養成プログラムの開発―地域社会との
協働による学生参加型子育て支援の推進」『名古屋柳城短期大学研究紀要』31，pp.145-151，2009

「島嶼部における生活と互助社会の変容に関する研究」『名古屋経営短期大学紀要』共著，52、
pp.143-161，2011

「地域福祉計画策定における住民参加の方法－参加と協働を重視したA市の事例から」『名古屋柳城
短期大学研究紀要』33，pp.97-105，2011

「地域レベルのソーシャル・キャピタル指標と主観的幸福感の関連―地域福祉計画の評価指標開発に
向けた基礎的検討」『名古屋柳城短期大学研究紀要』共著，38，pp.103-115，2015

「地域共生社会の実現に向けた地域づくりに関する研究―包括的な相談支援体制の構築に向けたA市
の事例から―」『名古屋柳城短期大学研究紀要』共著，39，pp.101-128，2017

「保育者養成課程における地域を基盤としたソーシャルワーク実践教育プログラムの開発に向けた研
究―地域との協働によるサービスラーニング型子育て支援活動の10年間の振り返りから」『名古屋柳
城短期大学研究紀要』39，pp.143-164，2017

「包括的支援体制の構築に向けた住民参加の促進方法に関する基礎的研究―A市における福祉領域と
スポーツ・文化・生涯学習領域の統合化の事例から」『名古屋柳城短期大学研究紀要』40，pp.149-
169，2018

「施設実習における知的障害児（者）との交流経験が保育科学生の知的障害児（者）観に及ぼす効果
―パーソナリティ特性の観点から」『名古屋柳城短期大学研究紀要』共著，45，pp.15-20，2023

「知的障害児（者）との交流経験の種類と知的障害児（者）観の関連―保育科学生の施設実習前後に
おける調査から」『瀬木学園紀要』共著，25，pp.3-9，2024

［社会活動］

名古屋市昭和区社会福祉協議会昭和福祉会館サービス向上委員会委員（委員長）2012年度～

桑名地域保健福祉総合支援検討委員会委員（委員長）2015年度～2016年度

桑名市社会福祉協議会理事2016年度～
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プロフィール
流通科学大学サービス産業学部医療福祉サービス学科　助手、名古屋柳城短期大学　講師・准教授を
経て現職

所属学会・役職 日本社会福祉学会、日本地域福祉学会、社会政策学会、日本福祉教育・ボランティア学習学会



第4期桑名市地域福祉保健計画策定委員会委員（委員長）2018年度～2019年度

桑名市地域保健福祉計画・桑名市社会福祉協議会地域福祉活動計画推進アドバイザー（顧問）2015年
度～桑名市・桑名市社会福祉協議会多世代共生型施設建設等準備委員会委員（委員長）2020年度

桑名市・桑名市社会福祉協議会多世代共生型施設運営委員会（委員長）2021年度～2024年度

桑名市桑名駅周辺エリアにおける保育環境向上事業実施事業者選定委員会（委員長）2024年度

桑名市小規模保育施設等整備事業者選定委員会（委員長）2024年度
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